
質問回答一覧

No. 質疑事項 資料名 ページ 行目 内容 回答

1 業務内容 募集要項 1 15

（2)業務内容 5他のシステムとの一括管理と記載があります
が、ここで言う一括管理とは、現行の公害システム以外のシス
テムで管理されている届出に関するデータを集約して公害総合
情報システムで一元管理するということで、各システムの管理
は業務外という認識でお間違いないでしょうか。

その通りです。
導入する予定の新システムで台帳管理と、申請書のデータ
管理を考えています。また、今回の募集要項では公害総合
情報システム（導入予定の新システム）のみの管理をお願
いいたします。（他システムの管理は業務外）

2
仮想サーバのドメ
インについて

仕様書 2 3

「受注者が管理する内部情報系仮想化基盤上での～」との記載
がありますが、発注者の誤記という認識でよろしいでしょう
か。
内部情報系仮想化基盤において、港区様でご用意されているド
メインはございますでしょうか。また、ドメインへの参加は必
須となりますでしょうか。必須の場合、ドメイン配下に適用さ
れる制約等があればご教示ください。

・「受注者が管理する内部情報系仮想化基盤上での～」→
「発注者が管理する内部情報系仮想化基盤上での～」が正
しいです。
・ドメインはあります
・ドメインへの参加は必須ではありません。
・ドメイン配下の場合セキュリティポリシーが適用されま
す。

3
施行状況調査に関
する帳票について

仕様書 3 21

「施行状況調査に関する帳票をExcel形式及びCSV形式で出力で
きること。」とは、機能要件に記載のある帳票が出力できれば
よいという認識でお間違いないでしょうか。機能要件に記載の
ない帳票が必要な場合は帳票の内容をご教示ください。

その通りです。
出力の際に項目と期間等、発注者で設定できるようにお願
いします。
機能要件に記載のある帳票の出力のみで問題ありません。

4 操作研修について 仕様書 3 40
操作研修で使用する機器（端末等）は港区様にてご用意いただ
けるという認識でよろしいでしょうか。
※職員様の個人PCを持ち込んで利用

職員が研修で利用するパソコンは発注者で用意します。研
修する際に受注者が使用するパソコンは受注者が用意して
ください。なお、研修の部屋及びプロジェクター（予約が
必要なため事前に相談が必要）は発注者が用意します。そ
れ以外の機器等が必要な場合は受注者側でお願いします。

5
各種システムの利
用方法について

仕様書別紙2「公害総
合情報システム構築
及び保守管理業務
現在の状況」

2 10

(4)現在のシステムの概要
現「公害システム」、「汎用台帳システム」、「Logoフォー
ム」、「石綿事前調査結果報告システム」、「公害苦情調査エ
クセル入力システム」は、インターネット接続系又はLGWAN接
続系の端末（以下、「業務端末」といいます。）からどのよう
に接続し利用されているか、以下の内容についてご教示くださ
い。

各システムにおける、
1属するネットワーク（インターネット接続系、LGWAN接続系、
内部情報系　等）
2業務端末からの接続方法（直接接続可、リモートデスクトッ
プを経由して接続、接続不可のため別端末利用　等）
3業務端末とのファイルの授受方法（直接授受、共有フォルダ
を利用して授受、USBデバイスを利用して授受　等）

1「現公害システム」、「汎用台帳システム」、「LoGo
フォーム」はLGWAN接続系です。「石綿事前調査結果報告シ
ステム」は国のシステムのためインターネット接続です。
「公害苦情調査エクセル入力システム」はエクセルマクロ
です。
2「現公害システム」、「汎用台帳システム」、「LoGo
フォーム」は直接接続可、「石綿事前調査結果報告システ
ム」はリモートデスクトップ経由です。
3現在、「石綿事前調査結果報告システム」のデータはイン
ターネット環境からダウンロードして印刷するのみであ
り、データとして管理していません。



6
届出等一覧につい
て

仕様書別紙3「届出等
一覧」

ー ー

「仕様書別紙3「届出等一覧」に下記の1)2)の届出があります
が、1)と3)との違い、2)と4)との違いについて教えてくださ
い。

1)解体工事等を行う建築物の石綿除去計画報告書（第1号様式
の2）（項目入力方式）
2)解体工事等を行う建築物の石綿事前調査結果報告書（第1号
様式）（項目入力形式）
3)解体工事等を行う建築物の石綿除去計画報告書（第1号様式
の2）
4)解体工事等を行う建築物の石綿事前調査結果報告書（第1号
様式）

現在のLoGoフォームは、1)、2)は使用せず、3）、4）のみ
（Word、PDF等フリーな形式）を運用しています。

新システムの導入時に合わせ、申請方法の改善等も考えて
います。そのため、【様式7-1】企画提案書で、項目入力形
式も考えたLoGoフォーム申請方法の改善（申請内容を全て
項目入力方式のにする等）し、職員の負担軽減のための提
案を求めています。

7
港区様独自の外字
について

仕様書別紙4【様式
8】
機能要件

ー 0-5
「環境依存文字を使用できること。」とありますが、港区様独
自の外字の使用はありますでしょうか。

ありません。

8

石綿事前調査結果
報告システム(Gビ
ズ）から出力され
るCSVについて

仕様書別紙4【様式
8】
機能要件

ー 10月14日

石綿事前調査結果報告システム(Gビズ）から出力されるCSV
（仕様書別紙13「石綿事前調査結果報告システム　CSV出力ダ
ミーデータ」）に「到達番号」という項目がありません。
「到達番号」とは仕様書別紙13の「申請番号」と理解して良い
でしょうか。

「到達番号」の機能はございますが、CSV出力としては「申
請番号」のみとなります。
仕様書別紙13の「申請番号」をシステムでは活用していま
す。

9
データ件数につい
て

仕様書別紙4【様式
8】
データ移行要件

ー No4、No6

No6にて移行するデータ件数は「別紙3参照」とありますが、仕
様書別紙3はLogoフォームのデータ件数と認識しています。公
害システムの全テーブルについてデータ件数をご教示くださ
い。

令和8年1月末現在で約3万3千件です。
これに令和7年度2月.3月分と令和8年度の予定件数で約3千
件を足し、多めに考え約4万件を予定しています。

10
データ移行対象に
ついて

仕様書別紙4【様式
8】
データ移行要件

ー No4、No8

「現行システムで保有する届出データ全てを移行することを基
本とする。」
と記載されていますが、「現行システム」とは「公害システ
ム」を指すとの認識で良いでしょうか。もし、公害システム以
外にも移行するデータがある場合は、その内容とデータ量（件
数や容量）を教えてください。

「現行システムで保有する届出データ全てを移行すること
を基本とする。」とは、「公害総合情報システム」に入っ
ているのデータのみの移行を指します。
・データ量は、令和9年2月28日までに登録されたデータの
移行を予定しているため確定していません。
仕様書別紙3「届出等一覧」をご参照ください。

11
ゲストOSへのパッ
チ適用等

仕様書別紙5「内部情
報系仮想化基盤への
業務システム構築に
ついて」

1
表1

下段文

ライセンスは港区様よりご提供いただけるとのことですが、仮
想サーバへの WindowsUpdate は資材を持ち込み、業務システ
ム側で定期的に適用するという認識でよろしいでしょうか。そ
の場合、適用時に利用可能なWSUSサーバはございますでしょう
か。

・業務システム側で定期的に適用することとなります。
・WSUSサーバーはありません。



12
サーバ証明書につ
いて

仕様書別紙5「内部情
報系仮想化基盤への
業務システム構築に
ついて」

2 4

Webシステム（https接続）として構築する場合、サーバ証明書
は港区様にてご用意いただけるという認識でよろしいでしょう
か。
港区様でご用意いただけない場合、別途公的な機関から認証を
受けたサーバ証明書を購入し適用するという考えでよろしいで
しょうか。
※別途用意のサーバ証明書の場合、公害システムを利用する端
末に専用のルート証明書のインストールを必要とする場合がご
ざいます。

サーバ証明書は港区で用意します。

13
仮想サーバからの
外部メール送信に
ついて

仕様書別紙6【様式
9】「内部情報系仮想
化基盤の利用にかか
る事前確認事項」

2 54

項目「外部ネットワーク」について
構築したシステムの稼働状況を弊社へ自動的に通知する機能の
実装に際し、仮想サーバ上へのメールサーバ機能の追加およ
び、運用に必要となる通信ポートの開放は可能でしょうか。
※機能追加やポート開放をしても、仮想サーバ外の後続の制限
で外部へのメール送信が許可されない場合は、併せてご教示く
ださい。

可能です。

14
外部ネットワーク
への接続について

仕様書別紙6【様式
9】「内部情報系仮想
化基盤の利用にかか
る事前確認事項」

2 54

項目「外部ネットワーク」について
内部情報系ネットワーク上の仮想サーバでも、申請すれば必要
に応じて外部ネットワーク（インターネット等）への接続が許
可されるという認識でよろしいでしょうか。

原則、許可はしません。
但し、申請内容によりますが、専用回線での接続が可能に
なる場合があります。

15
LoGoフォームから
の連携対象の届出
について

【様式7-1】企画提案
書1

1 5

LoGoフォームからの連携で想定されている届出は、仕様書別紙
14、15の解体工事等を行う建築物の石綿事前調査結果報告書
（第1号様式）のみという認識でお間違いないでしょうか。別
の届出においても連携が必要な場合、その届出種類をご教示く
ださい。

LoGoフォームからの連携は、原則すべての届出と考えてい
ます。特に石綿事前調査結果報告書（第1号様式）、石綿除
去計画報告書（第1号様式の2）及び特定建設作業実施届出
書（別紙参照）に関しては連携を行いたいと考えておりま
す。

16
連携する内容につ
いて

【様式7-1】企画提案
書1

1 6
LoGoフォームに添付された資料（PDFや画像など）について
は、ファイル形式(拡張子)はそのままに添付資料として連携す
る想定でよろしいでしょうか。

はい、ファイル形式はそのままで添付資料として連携いた
だく想定です。


